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本論は､ 無産運動の婦人雑誌を中心に ､ プロ レタリア美術運動のなかの女性たちの作品

や活動を ｢再発見+ し､ 活動内における男性美術家および女性作家との比較を通じて ､ そ

の位相を考察する こ とを主旨とする o ケ ー

ス スタディ として洋画家新井光子 (1 9 0 5 - 1 9 8 8)

を敢 り上げる｡

新井光子の名は､ 現在はとん ど知られて いないと思われる｡ ある いほ､ アメリカで活躍

した日本人絵本作家八島太郎 (1 9 0 8 -

1 9 9 4) の妻だ っ た ｢八島光+ として 記憶されて い る

かもしれない ｡ 1 92 0 年代後半から 1 9 3 0 年代､ 夫と ともにプロ レタリア美術運動にかかわ

つ た新井光子は
､ 主として農村におけるピオ ニ ー ル ( 共産党指導の少年 ･ 少女組織) の教

育に携わる
一 方で ､ コ ッ プ ( 日本プロ レタリア文化聯盟) の婦人協議会の メ ンバ ー として ､

婦人雑誌 『婦人戦旗』 および 『働く婦人』､
『美術新聞』 に挿絵や浸画を描くな どの活動を

行な っ た｡ 1 9 3 3 年の検束 ･ 転向手記を書いて の出獄を経たのち ､
1 9 3 9 年父の計らいで夫と

ア メ リカ へ 亡命, 戦後は日系人の世代間問題に コ ミ ッ トして h っ た女性画家で ある .

その 際､ 同時代の女性美術家たちの活動を視程 に入れる ことで , ジ ェ ンダ ー を軸として ､

戦闘期から戦時期へ と時代がシフ トするなかで の , 作り手と して の女性の様相を論考しつ

つ
､ 新井光子 をはじめとしたこれまで振り返られ る ことのなか っ たプロ レタリア美術運動

のなかの女性たちに関する若干の坂説を立て てみたい o

I .
『婦人戦旗』､ 『働く婦人』 と女性画家たち

1 - 1 . 『婦人戦旗』､
『働く婦人』 の創刊

(1)

新井光子 をはじめとした女性画家らの活動を論じる前に､ まず彼女らが参加した雑誌に

つ い ての概略を記したい ｡

『婦人戦旗』 は 1 9 3 1 年 5 月 ､ ナ ッ プ ( 全日本無産者芸術聯盟) の機関誌 『戦旗』 を発

行してい た戦旗社より､
『戦旗五月号臨時増刊』 として貞肝rJ された ｡ 発刊の 言葉に は､

｢『婦



人戦旗』 は働くすべ て の婦人の 日常生活 におけるよき友として 生まれましたo ( 中略) 一 体

どうすれば私達は労働者や農民の住みよ い社会を作る こ とが出来るのか ? これらの ことに

裁 いて 『婦人戦旗』 はあなた方労働する婦人がお互ひ に手を握 り合つ て語 り合ふ雑誌です+

(2)
と明記して ある ように , 労働者階級の女性を読者としたほぼ最初の階級 的な婦人雑誌で

あ っ た｡

『婦人戦旗』 の前身は､
『戦旗』 の ｢婦人梱+ に あ っ た｡ この コ ー ナ ー

には､

一

般女性

からの投稿 (主 に女性労働者の争議に関する もの) はもちろん､ 窪川稲子や神近市子らに

よる啓蒙記事も掲載された｡ 『婦人戦旗』はナ ッ プがコ ッ プへ と改変されたこ とにより 19 3 1

年 1 2 月終鞘 ( 計 4 冊) するが , これ を発展的に継承した雑誌が､
『働く婦人』 で あ っ た.

『働く婦人』 はコ ッ プ ( 日本プロ レタリア文化聯盟) の婦人協議会が編集を担当した月

刊誌 として 1 9 3 2 年 1 月 に創刊されたo
｢ 発刊の言葉+ において ､ 腐集責任者で あ っ た中条

百合子が､

一 般の婦人雑誌がブルジ ョ ワ階級向けで ある ことを指摘したの ち､
｢ わたし達は､

ほんとに自分達 の 日常生活 の友となり役 に立つ 知識を勇気と楽しみ を与へ て くれ る婦人雑

誌が欲しい のです+ と述 べ るように
､
『働く婦人』 は基本的に 『婦人戦旗』 と同様の 姿勢を

示 したQ 度重なる発禁を受 けながらも, 女性労働者の生活を赤裸々 に書いた投書や女性作

家による小説や時事解説を多く掲載, 満州事変が勃発し､ 戦争の足音が近づくと, 戦令告

発特集を組むな ど
, 反戦 ･ 反フ ァ シ ズム の姿勢を貴いた ｡ しかし､ 相次ぐ弾圧の ため 19 3 3

年 4 月 ( 計 1 1 柑) をも っ て廃刊とな っ た｡

ト2 .
『婦人戦旗』,

『働く婦人』 にみる女性の位相

『婦人戦旗』 およぴ 『働く婦人』 は､ 疑う べく もなく労働者階級の女性の 生活向上を目

的とした婦人雑誌として位置づ打られるが ､ その編集や参加者に は, 男性も多く参画して

い る ｡
『働く婦人』 で は､ 核 とな る編集局に プロ キノ ( 日本プロ レタリア 映画同盟) の上野

耕三やプロ レタリア作家同盟の詩人今野大力が加わ っ てい る ことが確認できる
(3)

0

同時期の婦人雑誌として , 文芸中心の 『女人芸術』 が あるが ､ 主宰の 長谷川時雨は発刊

の 目的として ､ 新人女性作家､ 評論家の発振と育成, さらに全女性の連携をあげて い る ｡

その思想は ､ 雑誌の表就絵や装丁 にまで及び､ 末妹で ある洋画家長谷川春子 を介して ､ 1 9 2 8

年 7 月の創刊から 1 9 3 2 年 6 月終刊 (全 5 巻,
4 8 冊) まで ､ その ほとんどが女性画家の手

になるものだ っ た｡

一 方 『働く婦人』 の表紙絵を 一

覧する と､ 女性画家の参加は驚くほ ど少ない o 大場繁子

｢国際青年デ ー

+ (1 9 3 2 年 9
･ 1 0 月合併号) 【図 1】, 新井光子 ｢ ロ シ アの様な働くもの の国

を作らう+ (1 9 3 2 年 1 1 月) 【図 2】､ 大場繁子 ｢ 共同耕作のひ る 上り+ (1 9 3 3 年 3 ･ 4 月) 【図

3】 の ､ 全 1 1 冊中の ベ 3 冊しかない
(4)

0

表紙絵にみられ る この ような差異を考察するに は､ コ ッ プへ の指導を行な っ て いた共産

党の婦人政策を勘案する必要がある｡ 最も象徴的な事件は､ 1 9 2 8 年に起 こ っ た ｢ 関東婦人

同盟+ の解散で あろう ｡ この同盟は､
1 9 2 7 年 7 月 に結成された共産党系の婦人団体で , 当

時最も-活発に活動を展開して い たが ､ 共産党は彼女たちに突如解散を命令した｡ その原因

は, 女性だけの 団体を結成する ことを禁じた ｢ ニ セ年テ
ー ゼ+ がソ 連からもたらされたこ

とに よるものだ っ た ｡ 党の命令にそむく ことはできず, 1 9 2 8 年 3 月､ 閑束婦人同盟は ､ 解

散声明を発表した｡ 当時活動家で あ っ た福永操は､ この ような党の方針に対 し,
｢ 婦人たち



が婦人同盟の ような婦人だけの大衆団体を組織するならば､ その ことじたいが婦人たちを

自主的な､ 民主主義的な自覚にめざめさせ る第 一 歩に なるだろうとい うことを､ 共産党幹

部たちがおそれたからにほ かならない+ と分析して いる
(5)

｡ また､ こうした党の婦人政策
は､ すで に予定されて い た､ 市川房枝ら婦選獲得同盟 のよびか 桝こよる婦人参政権獲得の

ための統 一

戦線を破壊した(6)
o

こ のように戦前における婦人運動は, 社会主義運動が内包して いたミ ソジ ニ
ー と階級運

動の優先牲の ために, 市民的婦人運動と無産婦人運動との共蹄の 可能性を持ちつ つ も､ 運

動という面でをま共同戦線を展開できなか っ たので ある
(7)

｡

『働く婦人』 の表競絵を描いた画家の過半数が男性で ある事実は､ 以上の ような事情が

影響して い るの ではないかと考えられる o 実際､ 共尉の不可能性を暗示させ る表現が, 義
象の 上で も示されて い る ｡

『婦人戦旗』 (1 9 3 1 年 8 月) に掲載された漫画 ｢ プロ レタリヤ女

は馬鹿で ない+ (吉井市子 ､ 白井み ね子合作) 【図 4】 は､ 7 つ の コ マ の中に ､
｢金持ちの女+

と称して ､ それぞれ台詞入りの漫画で も っ て ､ 3 つ の タイプの女性を抑撤して いる ｡
｢ 神様

い つ まで も幸福で あります様に+ と祈りながら裁縫をする翁 々 しい芸者風の女性､
｢子供は

家庭教師をつ けても低能だ ! 自分が教へ ても言ふ事を聞かぬ+ と絶叫する肥満したブルジ

ョ ワ女性,
｢ 参政権を得なければならない と存じます+ と演説する婦選運動のインテリ女性

は
, 女性プロ レタリア ー トの ｢ 敵+ ある い は ｢ 憎悪の対象+ として描かれてい る ｡ 表就絵

を含めたこのような表象は, 共闘の可能性すら否定するもので ある｡

2 . プロ レタリア美術運動と女性画家

2 - I . 女性画家の ｢ 分断+

しかしながら､ 文学で は 『女人芸術』 に宮本百合子や佐多稲子など無産婦人運動の女性
が執筆する機会も頻繁にあり, 両誌を平行して活動の場として いた面がある ｡ 全女性の連
帯を標接する 『女人芸術』 が ､ これらの作家たちに門戸 を開放したことは, 容易で はなか

つ たろうが , ある意味雑誌の 主旨を貴い たとい っ て よい ｡

ところが
, 美術へ 日を転じる と

､
『働く婦人』 を活動の場とした女性画家は,

『女人芸術』

に はま っ たく参加して いない ｡ その反対もしかりで , 『女人芸術』 に参加して い た女性画家
は ､

『働く婦人』 には活躍の場を求めて いない ｡ たとえば, 長谷川春子が 1 9 2 9 年に渡仏し､

その後任に つ いた春子の友人熱田優子は､ モ ッ プル(国際赤色救援会) のメ ンバ ー として ､

拘留された同志の救援活動を行な っ たアクテ ィ ヴィ ス トとして の側面も持っ て いたに もか

かわらず, 『働く婦人』 には参画して いない ｡

この問題に関して は他日を期したいが､ 文学と比較したときの女性美術家ネッ トワ
ー ク

の狭随さは ､ 戦問期から戦時期へ と時代がシフ トする なかで ､ 彼女たちが制作を続ける こ

とが困難にな っ た現実, あるいは表現活動を通じて 戦争に抗う場所を持てなか っ たことと

連関して いくので はないだろうか(8)
｡

2 - 2 . 新井光子 (1 9 0 5
-

1 9 8S) の活動
(9)

その意味におい て ､
『働く婦人』 の画家として の新井光子 は,

一 般の女性洋画家との接

触点をほとん ど持たなか っ た典型と言える ｡
l

『働く婦人』 へ の新井光子 の参加状況 をみると
､ 浸画で は､

｢ あたいたち同志+ (19 3 2 年



1 月) ､ 童話で は､
｢正吉の涙+ (文 と絵) ( 1 9 3 2 年 3 月) , 挿絵では ､ 中本たか子 ｢飯と公判+

( 1 9 3 2 年3 月) , 本庄陸男 ｢歓迎会+ ( 1 9 3 2 年 8 月) , 小林隆 ｢お餅+ (1 9 3 3 年 2 月) ､ 記事

で は､
｢共産党員の求刑に つ い て+ (1 9 3 2 年 9 I 1 0 月合併) ､ 表統絵 では､

｢ ロ シ アの様な働

くものの 国を作らう+ ( 1 9 3 2 年 1 1 月) , カ ッ トで は, 1 9 3 2 年 2 - 4 月 ､ 8 -1 1 月 , 1 9 3 3 年 ト3 ･

4 月とほぼ全冊にわたり参加 して い る ｡ 以下 ､ 光子の来歴を概観する ｡

新井光子 (本名笹子智江 ､ 結婚後岩松姓) は ､ 1 9 0 5 年東京麻布で ､ クリス チャ ン
ー 家の

次女として生まれる ｡ 父護は大阪鉄工所(後の 日立造船所) で造船技師として勤めて い た｡

光子は幼年期を､ 父の赴任先 で ある瀬戸内海の 因島で主に過ごした｡

第 一 次世界大戦後の不況で
､ 謹は職工 を人員整理する立場となり ､ 光子は親しくして い

た人たちを窮地に陥れる父 に ､ 複雑な感情を抱き始め る｡ 大阪梅香女学校を経て ,
1 9 2 2 年

神戸女学院に転入した光子は ､ 卒業後の 1 9 2 6 年､ 父のすすめで ､ 東京の文化学院美術部入

学し､ 洋画を石井柏亭に学んだ｡ 在学中は
､ 共産党のオル グによる社会研究活動 に参加し､

社会主義思想 を知り､ 光子 の今後の活動 を決定づ けた o

卒業後 ､ 女子聖学院付属中里幼稚園で教師をしなが ら､ プロ レタリア美術研究所に入所

し､ 絵画と運動を続ける ｡ まもなく所業が分か り､ 職を追われ る｡ 1 9 3 0 年､ 光子 は研究所

で知 り合っ た画家岩枚淳 ( 八 島太郎) と結婚した｡ 岩松は 1 9 0 8 年, 現在の鹿児島県肝属群

根占町郷士の家に生まれた｡ 絵画を志 し､ 束京美術学校に入学する もの の 中途退学, やが

て プロ レタリア美術運動 にひ かれて プロ レタリア美術研究所に入所後, 浸画 の講痴を務め

てい た｡

1 9 3 0 年頃から光子は､ 葛飾区水元飯塚町の農家で ､ ピオ ニ ー ルの 指導を始める ｡ 翌 1 93 1

年婦人雑誌 『働く婦人』 の表就絵､ 挿絵を描く 一 方 ､
コ ッ プの婦人協議会, および編集局

のス タッ フ として も積極的に 関わ っ て い っ た｡

だが 1 9 3 3 年､ 夫とも ども検挙されるQ 三 ケ 月以上にわたる拘留の末､ 転向手記を書い

て 出獄し, 神戸御影の実家に夫と ともに戻っ た(10)
｡ 療養もかねた実家で の滞在中に

, 父の

手配で アメリカに渡航する決心をする ｡

1 9 3 9 年､ 息子の倍を両親に預けて
､ 浮 とともにアメリカ亡命､ 貧困のなか ニ ュ

ー ヨ ー ク

の ア ー ト ･ スチ ュ
ー デント ･ リ ー グで絵画を学び直した｡ 1 9 4 1 年の 日米開戦後, 浮は o w I

(戦時情報局) , o s s (戦略行動局) で日本人向けの厭戦プロ パ ガン ダの仕事をす る｡ 光子

は 1 9 4 5 年から O S S の放送班 に参加,
｢ 新日本放送局+ で , 日本女性に向けて ラジオで呼び

かけた｡

戦後もアメリカに留ま っ た 二人は､ 1 9 4 8 年倍を呼び寄せ
, 同年に は長女桃も誕生 したが

､

1 9 6 8 年桃の成人を機会 に ､ 暴力と女性問題の絶えなか っ た浮の元 を去り, 絵画の勉強のた

め, サ ンフ ランシス コ に移住する ｡

1 97 1 年､ 自己の アイデンティ ティ
ー の確立と 一

世 とのギャ ッ プに苦悩する日系三世 と
一

世を絵画 を通 じて つ な ぐ ｢気持会+ を設立する ｡ ベ トナム反戦集会やデモ に三世たちと参

加したが､ 1 9 8 8 年､ ア メリカで 8 0 歳の生涯 を閉じた｡

2 -3 . プロ レタリア美術運動 にお ける ジ ェ ンダ ー 規範

新井光子 は､
『働く婦人』 とは別に ,

｢ プロ レタリア美術大展覧会+ 杏, 画家として の活

動の場として いた｡



全 5 固まで続い た同展は､ 第
一

回展 ( 1 9 2 8 年 1 1 月 2 7 日 -

1 2 月 7 日､ 於 : 東京府美術館)

は同年に結成されたナ ッ プ ( 全日本無産者芸術連盟) に所属する ｢日本プロ レタリア美術

家同盟 (A R) + と岡本唐貴らの造型美術協会が合同で開催した｡ 以降､
｢ 日本プロ レタリア

美術家同盟 (p p
,

ヤ ッ プ) + が創立 (1 9 2 9 年) され､ 第二 回展 (1 9 2 9 年 1 2 月 1 日
-

15 日､

於 : 東京府美術館) , 第三回展 (1 9 3 0 年 1 1 月 2 5 日
-

1 2 月 1 4 日, 於 : 日本美術協会) ､ 第

四回虞 (1 9 3 1 年1 1 月 2 8 日
-

1 2 月 1 3 日､ 於 : 東京自治会館) ､ 第五回展 (1 9 3 2 年 1 1 月 1 8

日
-

2 8 日､ 於: 東京自治会館) が開催された ｡ 出品作に は油彩が 一

番多く､ 以下ポス タ ー

,

漫画､ 工芸 と続くo 相次ぐ弾圧や作品撤回にもかかわらず､ 出品者は 6 8 名 (第
一

回) ､ 7 8

名 (第二回) ､ 8 6 名 (第三回) ､
1 4 7 名 (第四 回) ､ 1 2 4 名 ( 第五回) と第四回展を頂点とし

て 増加 して い っ た(ll)
｡ だが , 1 9 3 3 年の小林多喜二虐殺を経て ､ 1 9 3 4 年､ 日本プロ レタリ

ア美術家同盟は解散した｡

光子は 1 9 2 9 年の第二 回展から参加し ､ 《謄写版 を刷る同志》( 油彩) l 点を出品して いる ｡

翌 1 9 3 0 年の第三回展に は､ 《胴 上げ》【図 5】､ 《労働者の像》( 以上､ 油彩) , 《未来は ピ

オ ニ ー ル の世界だ》, 《地主 を ⅩⅩⅩⅩ》､ 《戦争と子供》( 以上､ ポス タ ー ) を出品した ｡ 光

子は この年からピオ ニ
ー ルの指導を始めて おり, 子供を題材に した作品が制作されて い る｡

1 9 3 1 年第四阿展 には､ 《小さい 同志》､ 《農村少年の デモ》､ 《面会》( すべ て油彩) の他に ､

おそ らく着物の半襟に刺練をほどこしたと思われる 《ハ グルマ ( エ リ)》(工芸 ･ 建築部門)

とい っ た手芸作品も出品して いる ｡

最後とな っ た 1 9 3 2 年の第五 回展に《金属工の肖像》､ 《怒り》(すべ て 油彩) を出品した｡

〈怒 り》 は ｢ 立入禁止+ の 立札が立 っ た田に太陽の光が注ぎ, 鎌を振り上げて ､ 怒りに顔

を引き つ らせた農婦が逆光のなかに描かれた油彩で ､ 当時女子美術専門学校に在籍して い

た赤松俊子はこの作品を見て ､
｢ 実に力強いタッ チだ っ た｡ すごい女絵かきがいる んだと思

っ た+ と語 っ て い る
(12)

o

現存す る作品がある のか否かは不明だが､ 第三 回展に出品された 《胴上げ》【図 5】 は､

現在 ､ 印刷物と して 全体像を確認で きる｡ 工 場を背景に
､ 前景で は怒りに燃えた女工 たち

が, 恐怖に顔をゆがめた現場監督と見られる男性を､ 胴 上げしたところを､ 待ち構えたよ

うに三人の女工 が上から棒で殴打する という , 現実のス トライキにはありえない であろう

がユ ー モ ラスな作品で ある ｡

女性の鑑賞者はこの ような作品をどの ように受容したので あろうか0
『働く婦人』 に は,

一 般女性からと思われ るプロ レタリア美術展を見て の感想が, 掲載されて い るo 女工 がス

トライキで投石 して い る場面の彫刻を見たときの所感 として ､
｢ふだん私たちは『女らしく

しろ､ おとなしくしろ』 と不平不満をおさ へ るように
､ おさ へ るようにしむけられて ゐる

ので , これをみて胸がス - としました｡ 私たち女だつ て怒 るときには怒 つ てもい いといふ

ことがこの彫刻にあらはれて ゐ る と思ひ ます+ とある
(1 3)

｡ 雑誌の発行年月日から , おそら

く第四回展 を見たのだと思われ
､ 光子の 《胴上げ》 に対する感想ではない｡ だが , 実際の

女工 のス トライキが どうで あれ､ 達 しく闘争する女性の姿を措い た作品は､ 鑑賞する女性

が ジ ェ ンダ ー 的視点を獲得する可能性をもたらすもの で あ っ た｡

しかしながら
一

方で
､ 光子はプロ レタリア美術研究所において , 他の女性美術家と協力

して ｢手芸サ ー クル+ を主催して いた ことが , 夫岩松浮が編集長を務めた『美術新聞』(1 9 3 3

年 3 月 5 日付) で確認で きる ｡ このサ ー クルでは, 農家の主婦を集めて子供服や 日常生活



で使用する小物の制作 を指導して い た(14)
o 光子 をはじめとした女性美術家に女性や子供を

テ
ー マ とした作品が多い ことも,

一 般の 女性美術家と同様に ､ それらが女性にふさわしい

とされた題材で ある ことに ほ かならない(15)
｡

建前上は男女平等を旨と した無産運動内であれ､ 作品のなかに変革の可能性を残し つ つ

ち, そ の根底 には確固たる ジ ェ ンダ ー 規範が存在して いたの で ある o

2 -4 . パ ー トナ ー との相克

無産運動内の ジ ェ ンダ ー 規範は､ そ こ に所属する男性たち にも内面化されて い た｡ 新井

光子 もか つ て参加した､ 通称 ｢ 女子学連+ と呼ばれた女子学生の無産運動団体と ｢ ハ ウス

キ ー パ ー

+ に関連した問題が 一

例だ ろうo

女子学連に 所属した女子 学生は､ 関東婦人同盟を卒業後の拠り所とす る はずで あ っ たo

と ころが､ 先述 のように , 開発婦人同盟は､ 党内の派閥闘争に巻き込まれる形 で ､ 解散(192 8

年) を余儀なくなされた｡ 以降､ 党内における場所を集 っ た女性の役割は､ 男性党員の世

話をする ハ ウスキ ー パ ー

の性格を強めて い っ た(1 6)
o

光子の夫, 岩松浮は ,
｢ もとも とぼくの妻となる ベ き女性ほ ､ ぼくとおなじ目的をもち,

協力しあも1
､ 対等に論じあ い

, それ によ っ て さらに高み へ と上 っ て いく教養たかい女でな

ければならなか っ た+ と言うように ∴光子を同じ画家として認知し､ 切撞球磨しあう関係

性を至上の理想として いた(1 7)
｡ しかし現実の生活は､ ｢光が子 どもをおぶ っ 七走りまわり,

太郎が大作 に専念して n たすがた+ で あり､ 佐多稲子が回想する ように ､
｢ 光はおしめをあ

らう手をとめ､ わた しもあんなに 自由に絵がかきたいと佐多にもらした+
(18)

0

亡命先 の アメリカ での生活 にお いて も,
｢光は勉強にはげむ太郎をささえる ベく絵つ け

で生活費をかせも) でい たo (中略) 太郎はそ んな光に感謝しながらも､ h っ ぼうで絵かきと

して最低の仕事しか しなも) 妻が不満で あ っ た+
(1 9) ように , 終始その 関係性は変化せ ず, 196 8

年､ 光子は夫と決別するの で ある
(2 0)

o

むすび

以上､ プロ レタリア文化運動の婦人雑誌 『婦人戦旗』 および 『働く婦人』 を足場に , そ

こに活動の場を見出した女性画家の見地から ､ 無産運動の なかの婦人運動 と美術運動 を考

察して きた ｡

彼女らの作品に は, ジ ェ ン ダ ー 規範の転覆をはか るイメ ー ジも読み取る ことがで きた｡

しかし､ さらに見えてきたの は, 社会主義運動が内包 して い たミ ソジニ ー と階級運動の優

先性のために､ 市民的婦人運動と無産婦人運動とが ､ 共闘の 可能性を持ちつ つ も引き裂か

れ, さらに女性画家らが分断された状況のなか､ 孤立したプロ レ タリア美術運動の 女性画

家らが､ 国家のみでなく最も身近なパ ー トナ ー

にさえ､ 抵抗して いかなければならなか っ

た姿で あるQ

新井光子はアメリカ亡命後 , 活動 の拠点を彼の他に定め､ 決して 日本で の活動 を再開し

よう とはしなか っ た｡ プロ レタリア美術運動 に関わ っ た男性がともかくも生き残り､ 女性

は戦後経 とんど美術界か ら姿を消したo なぜ女性が生き残らなか っ たのかを､ 私達は熟考

する必要があるの ではない だろうか｡



《註》

(1) 咽 人戦旗』､
『働く婦人』 に 関 して は, 犬丸義

一

､ 山本千患共著 ｢『婦人戦旗』
･ 『働く婦人』 解説 ･

改題+ (『復刻版 ｢ 婦人 戦旗+
･ ｢働く婦人+ 別巻』 日本社会主義文化運動資料 8 ､ 戦旗復刻版刊行会､

19 8 0 年) を参考 と した｡

(2) ｢発刊 の言葉+ 『婦人 戦旗』 戦旗五 月号臆時増刊, 1 9 3 1 年 5 月､
1 貢 ｡

( 3) 『働く婦人』 編集局の 他 の メ ン バ ー は ､ 中条百合子､ 窪川頼子, 石 川静子, 山口 礼子､ 山本琴子 (プ

ロ レタリア産児御限同盟) ､ 中野鈴子 (詩人､ 中野垂治 の 妹) , 新井光子で あ っ た (司法省刑事局編 『思

想月報』､ 1 9 3 5 年 11 月) ｡

( 4) なお 『働く婦人』 の 全表就絵 のタイトル と御作者臥 以下 の 通りで ある (タイトル に 関 して は､
ド+

内は雑誌日次に 掲載され画題をそ の まま引用､ () 内は特定の 画題が掲載されて いなか っ たため, 筆者

がタイトル をつ けた) o 1 9 3 2 年 1 月 松山文雄 (t= - ザ ･ ル クセ ンブルクの 肖像を貼る 女性車掌) ､
1 9 3 2

年 2 月 松山文雄 ｢ セ ンヰ労働者+ ,
1 9 3 2 年 3 月 大月源 二 咽 際無産婦人デ

ー

+ ,
1 9 3 2 年 4 月 朝野

方夫 (かっ ぼう着を着用した女性半身像) ､
1 9 3 2 年 5 月 喜入巌 ｢ メ ー デ ー

+ ､ 1 9 3 2 年 8 月 撮影者不

明 写真 ｢幸福な ソ ヴヱ - トの 農村婦人+ , 1 9 3 2 年 9 ･ 1 0 月 大場繁子 ｢国際青年デ ー

+ ､ 1 9 3 2 年 11

月 新井光子 ｢ ロ シ ア の様な働くもの の 国を作らう+ ､ 1 9 3 3 年 1 月 寄本司麟 ｢三 L デ ー

+ 1 9 3 3 年 2

月 市村三 男三 個 会議事堂 で の デモ に 参加する 女性) ､ 1 9 3 3 年 3 ･ 4 月合併号 大場繁子 ｢ 共同耕作

の ひ る 上り+ ｡

(5) 福永操 『あるおんな共産主義者 の回想』 れんが書房新社､
19 B 2 年 ､ 2 2 8 頁 ｡

(6) 福永前掲書､ 22 5 頁 o

(7) こ の よ うな社会主義運動内部の ミ ソ ジニ
ー に 関 して ､ 長谷川啓氏 は

, 宮本百合子の 『乳房』 を分析

し､ この 作品が当時の 男性中心 の 左翼運動を告発 して い る こ とを考察して い る (長谷川啓 ｢女性文学 に

み る抵抗 のかたち < 左翼系作家> の 父権御とのた たか い+ 『< 転向> の 明暗
- ｢ 昭和十年前後+ の

文学』 文学史を読み かえる 3 ､ イ ンパ クト出版会, 19 9 9 年 ｡

(8) プ ロ レタリ ア美術運動 に おける 男性画家も運動の 高揚期 に は, 大方他 の 画家 と は 一

線を画した行動

を とっ て い た ｡ そ して ､ 1 9 3 4 年の 日本プロ レタリア 美術家同盟の 解散後 に は, 帝展あ る い は 1 93 7 年の

第 一

回
一

水会展 に 大挙 して 応募 し て い るo 岩牧 と光子は -

水会第
一

回展 ､ 第 二 回展 (19 3 8 年) に そ れ

ぞれ入選して い る (光子は, 第 一 回展 に 《棟会工 場》､ 第 二 回展 に 《s 工 作所》 を出品) o

戦後､ 大月源 二
, 岡本唐貴 ､ 矢部友衛ら当時の 主要な男性 メ ンバ ー が

､ 程度 の 差はと もかくも日本

の 美術界 に留ま っ たの に対 し, 女性画家らに 関して はほ とんど姿を消し, 蔑人か の例外を除き､ そ の後

の 足跡をたどる ことすら困難 とな っ て い るo

現在作家 と して 知られ る 山代 ( 旧姓徳毛) 巴 (19 1 2
-

2 0 0 4) 臥 プロ レタリア 美術研究所 で の 光子

の友人で あっ た｡
1 9 2 8 年女子美術専門学校 に入学し洋画を学 ん だ (19 3 1 年中途退学) が､ 代表作 『荷

車 の歌』 (1 9 5 6) などを執筆 ､ 戦後作家 とな っ た｡ 松尾 ( 旧姓迎) みね子 (1 9 1 2
-

1 9 9 7) は
, 巴の 女子

美術専門学校時代 の友人で , 同じ く1 9 3 1 年同校を中途退学､ プロ レタリア 美術研究所で 学ん だ｡ 第五

回プ ロ レタリア 美術展 には《親御調停を暴蕗す》(油彩) を出品して い る ｡ 夫の 松尾隆夫 (19 0 9 T 1 99 2)

もプ ロ レタリア 美術運動で 活動 し た｡

彼女らの 足跡をたどる こ とがで きる 要因は､ 巴が作家 に転身し､ かつ 成功したこ とが大きい
｡ みね

子は巴 が 19 5 9 年 『中国新聞』 に連載した小説 『いみ 子』 の挿絵を描くなどして ､ 巴の 周辺で 活動 して

い たこ とが影響 し た こ とが 一

因 と考えられよう.

(9) 八 島太郎 (岩松淳) と 光子の 活動 に 関して は､ 宇佐美桑 『さよなら日本 絵本作家 ･ 八 島太郎と光



子の 亡命』 (晶文社､ Ⅰ9 8 1 ･ 年) を参考 と した
｡ 宇佐美は幼年時代､ 夫妻が主催して い た絵画教室に 通 っ

て い た こ とか ら､ 両者 へ の イ ン タヴ ュ
ー を通 じて そ の 半生を立体的に 書き記した｡

(1 0) この 時, 光子は妊娠 した身体で ､ 当時 ｢ エ ロ ･ テ ロ+ と呼ばれた性的拷問に も耐えなければならな

かっ た｡ 宇佐美氏 によれば､ 光子が転向 した理由は, 胎児が内臓を圧迫 し､ 指定 さ れた用便の 時間まで

待 つ こ と がで きず に､ そ の 場で 排滑 して し まう の を清掃す る 同房 の 女性たちの 思 い やり に答える ため だ

つ たという (宇佐美前傾書､ 1 3 9 頁) ｡
1 9 3 3 年胎児は 次男信 として 誕生 し

, 現在日系俳優 マ コ ･ イ ワ マ

ツと して
､

1 9 6 5 年ロ サ ン ジ ェ ル ス で 東洋系俳優劇団 『イ ー ス ト ･ ウ エ ス ト ･ プ レ イヤ
ー ズ』 を立ち上

げ､ ア ジア 系俳優 に活動 の 場を つ く っ た｡

(l l) 岡本唐費
･

松山文雄福音 『日本プ ロ レ タリア 美術史』 造形社､
19 6 7 年 ､

8 1 寅 o

(1 2) 宇佐美前掲書 1 20 - 1 2 1 頁 ｡

(1 3) 大崎 ア ヤ ｢ プ ロ レ タリ美術展をみ て+ 『働く婦人』,
1 9 3 2 年 1 月 ､ 4 6 貢 ｡

( 1 4) 記事を読む と
､ 光子 の 文章で ｢私達はこ の 集まりから新 し い 働く者の 階級 に属す る 美術が生れ ､ 貧

乏 にたえる 強 い 手芸品 の 生れ る 事が感 じ られま す｡
『い い 内職が欲 しu 』『何 とか し て 託児所 はで きな い

もの か』｡
こ れが今 の 私達の 問題で す+ と ある よ う に､ 手芸の 技術をも っ て 内職 の 仕事を探す こ と を希

望 して い る ふ しがみ られ る｡ 山崎明子氏は, 近代日本が女性 に対 し 奨励した ｢ 手芸+ は､
｢ 婦徳+ の酒

養を目的 と して い た ことを論 じて い る ｡ こ こで 定義 さ れる ｢ 手芸+ は､ 理念的 には家庭内で 制作 され使

用され る もの で ある が, 実際 に は, 賃金を獲得で きる 内職 と して 成立 し て いた こ と も, 山崎氏は 指摘 し

て い る ( 山崎明子 『近代日本 の ｢ 手芸+ と ジ ェ ン ダ
ー 一

女惟 の 階層構造 と ｢婦徳+ の 伝播』 (学位論

文) ､ 平成 1 5 年度千葉大学社会文化科学研究科) o

(1 5) 実際の 作品を見られな い た めタイトルから判断せ ざる をえない もの もある が
､ 第三 回展で は, 新井

き よみ 《ビ ラはりに 行く ピオ ニ ー ル》(油彩) 【図 6】､ 相馬きみ 子《少年 工》(油彩) , 佐 々 木マ リ子《農

婦》 など
｡ 第 四 国展 で は､ 新井光子 と とも に 『働く婦人』 で 表就綾などを描 いた大場繁子は､ 《来 い来

い世界 の 小 さ い 同志》 (抽彩) 【図7】 を出品 して い る｡ 男性画家 の作品も同様 に, 女 工 や農婦､ 子供だ

と思われ る画題が散見される が
､ 数ある テ ー マ の ひ と つ に すぎず､

｢ デモ+ や ｢ ス トライキ+ ｢ 闘争+ 杏

主題と した作品が多 い ｡

私は ､ 拙論 ｢『女涜美術家奉公隊』 と 《大束亜戦皇国婦女皆働之図》 に つ い て+ (『美術史』 策 15 3 冊､

2 0 0 2 年) に おい て ､ 戦時下 に おける 女性美術家団体 で あ る女流美術家奉公隊 と そ の 共同制作 《大東亜

戦皇国婦女皆働之図》(油彩) に 関 して 考察したQ そ の 結果､ 男性画家らが ｢戦闘図+ を頂点 とした 噸

争軌 から ｢ 銃後女性 の労働図+ まで の 広 い テ ー

マ を作品 に して き た
一

方 で ､ 女性画家らは ､ 基本的に

｢ 少年兵+ をは じ めと し た子供や先 の ｢女性 の 銃後労働+ の女性などの 画題 に匡恥) 込まれて い た こ とが,

明らか とな っ た｡ 戦時下の 美術 とプロ レタリ ア 美術は､ 根本的に は同 じジ ェ ン ダ ー

規範を共有して い る

の で ある
｡

(1 6) 福永前掲書,
2 2 2 - 2 2 3 乱 ハ ウ ス キ ー / ト 御 は､ 党 で の 活動をカ モ フ ラ ー ジ ュ す るために､ 男性と

女性 の活動家を夫婦 に偽装させ る ことを目的 とし て い た｡ だが
､

ハ ウス キ
ー

/ ト とな っ た女催は､

一 切

の 家事を引き受けさ せ られ る ばかりか, 多くの 場合 ､ 性の 提供も強要された
｡

(1 7) 宇佐美前掲書､ 1 0 5 貢 ｡

(1 8) 宇佐美前掲書､
12 9 真 ｡

( 1 9) 宇佐美前掲書､ 23 4 頁 ｡

( 2 0) こ の よ うな近代日本 に おける両性 の相克 に つ い て は､ すで に池 田忍 ｢ とみ と尉治
- ｢ 恋愛+ と ｢ 家+ ､

そ して ｢ 芸術+ をめぐる両性 の 相克+ ( ｢ パ リ留学初期 の 藤 田 嗣治+ 研究会 『藤 田 嗣治書簡
-

妻 と

1 0



み 宛 ( 四)』､ 2 0 0 4 年) がある｡
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《図版リス ト》

図 l 大場要子 ｢ 国際青年デ ー

+ 『働く婦人』 表離絵､ 1 9 3 2 年 9
･

1 0 月 合併号｡

囲 2 新井光子 ｢ ロ シ ア の 様な働くもの の 国を作らう+ 『働く婦人』 表耗絵, 1 9 3 2 年 11 月 ｡

図 3 大場繁子 ｢ 共同耕作 の ひ る 上り+ 『働く 婦 人』 表紙絵､
1 9 3 3 年 3

･ 4 月合併号｡

図 4 吉井市子､ 白井 み ね子合作 漫画 ｢ プロ レタリヤ女は馬鹿で な い+ 『婦人戦旗』,
1 9 3 1 年 8 月 ｡

図5 新井光子 《胴上げ》 (油彩) ､ 第三 回 プ ロ レ タリ ア大美術展出品,
1 9 3 0 年 o

図 6 新井きよ み 《ピ ラ は り に 行くピオ ニ ー ル》 (油彩) ､ 第三 回プ ロ レタ リ ア 大美術展出品,
19 3 0 年 ｡

図 7 大場繁子 《来い 来 い 世界 の 小 さ い 同志》 (油彩) ､ 第四 回プ ロ レ タリア 大美術展､
19 3 1 年｡
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